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新潟県十日町の積雪における融雪期のクロロフィル濃度変化
A variation in chlorophyll concentration during the thaw period in the snowpack of Tohka-
machi City, Niigata-Prefecture
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融雪期の積雪の表面には雪氷藻類という光合成微生物が繁殖することが知られている．雪氷藻類の大繁殖は，雪氷面
を赤く染めて赤雪という現象を引き起こす．雪氷藻類は，寒冷環境に適応した特殊な生物であるが，繁殖の条件など詳
しい生態についてはまだ解らないことが多い．とくに近年の日本各地での降雪の酸性化，黄砂の飛来，地球温暖化によ
る積雪量の変化は，雪氷藻類の生態にも大きな影響を与えていると考えられているが詳しいことは全くわかっていない．
積雪中の雪氷藻類は，葉緑素であるクロロフィルの濃度を分析することで，定量的評価を行うことができる．そこで本
研究は，2009年から 2011年の冬から春にかけて，積雪表面のクロロフィル濃度を分析してその季節変動を明らかにし，
その変動の環境要因を明らかにすることを目的とした．また，分析したクロロフィル濃度と積雪融解モデルとの比較も
行った．
本研究で対象となる積雪は，森林総合研究所十日町試験地の積雪である．2009年から 2011年の各年の 1月から 4月

までの期間における、積雪が消滅するまで約 2週間おきに採取されたサンプルの分析を行った．分析項目は，EC・pH・
クロロフィル濃度である．
分析の結果，2011年の積雪表面のクロロフィル濃度は，1月から 3月までは 3.29μ g / L以下でほとんど変化はなく，

3月下旬以降から 5μ g / Lから 20μ g / Lへと急激に増加した．十日町試験地が観測した気象データと比較した結果，
この年の十日町は 3月下旬以降から融雪期に突入したことがわかった．このことから融雪とクロロフィル濃度の増加に
は関係があり，積雪中の水分が影響していると考えられる．

2009, 2010年の積雪表面クロロフィル濃度の変化と比較したところ，2010年も同様に，3月下旬以降からクロロフィ
ル濃度が 5μ g / Lから 25μ g / Lへと増加したことが明らかになった．2009～2011年までの分析結果とそれぞれのサ
ンプルの EC・pH・含水率・積雪密度・気温・積雪深との相関を調べた結果，2011年のサンプルでは，クロロフィル量と
含水率・積雪密度・気温・積雪深に相関がみられたが，他の年では相関のないパラメータがあった．この結果から，クロ
ロフィル濃度が増加する要因は，積雪中の水分量以外にも存在する可能性がある．上記で相関を調べたパラメータ以外
には日射や栄養塩がクロロフィル濃度へ影響を与えている可能性がある．
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